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第
二
十
三
回
通
常
総
代
会
を
五
月

二
五
日
（
金
）
新
庄
市
民
文
化
会
館 

に
お
い
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
来
賓
に
、
最
上
総
合
支
庁
長
（
代

理
）
産
業
経
済
部 

森
林
整
備
課
長

　
石
川
浩
氏
、
最
上
地
方
町
村
会
　

会
長
　
渡
部
秀
勝
氏
、
山
形
森
林
管

理
署
最
上
支
署
長
　
一
ノ
宮
秀
和

氏
、
山
形
県
森
林
組
合
連
合
会 

代

表
理
事
会
長
（
代
理
）
代
表
理
事
常

務
　
渡
邊
真
司
氏
、
最
上
地
方
町
村

議
会
議
長
会
長
　
早
坂
文
也
氏
、
国

立
研
究
開
発
法
人
　
森
林
研
究
・
整

備
機
構
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
　
山
形

水
源
林
整
備
事
務
所
長
　
輿
水
猛

氏
、
山
形
県
林
業
公
社
理
事
長
（
代

理
）
常
務
理
事
　
佐
藤
新
氏
、
農
林

中
央
金
庫
　
山
形
支
店
長
（
代
理
）

副
支
店
長
　
上
田
哲
也
氏
を
お
招
き

し
、
総
代
数
　
二
百
名
、
現
在
総
代

数
　
一
九
四
名
、
本
人
出
席
　
四
七

名
、
書
面
議
決
書
　
一
三
五
名
、
委

任
状
　
一
名
の
出
席
を
得
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
議
長
に
は
、
髙
橋
忠
助
氏
（
真
室

川
地
区
）
を
選
任
し
、
提
出
さ
れ
た

全
八
議
案
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
一
号
　
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
書
、
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、

注
記
表
及
び
附
属
明
細
書
承
認
の
件

議
案
第
二
号
　
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

議
案
第
三
号
　
平
成
三
十
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
額
決

定
の
件

議
案
第
四
号
　
平
成
三
十
年
度
一
組
合
員
に
対
す
る
貸
付

金
並
び
に
債
務
保
証
の
最
高
限
度
額
の
決

定
の
件

議
案
第
五
号
　
平
成
三
十
年
度
役
員
報
酬
額
の
決
定
の
件

議
案
第
六
号
　
平
成
三
十
年
度
余
裕
金
の
預
け
入
れ
先
の

決
定
の
件

議
案
第
七
号
　
造
林
補
助
金
取
扱
手
数
料
決
定
の
件

議
案
第
八
号
　
定
款
一
部
改
正
の
件

第23回通常総代会

議決された議案は次の通りです
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平
成
二
十
九
年
度
は
、
日
経
平
均
株
価
が
二
万
三
千
円
と
い
う
高
値
を
付
け
る
中
で
、
大

手
電
機
メ
ー
カ
ー
が
経
営
危
機
に
陥
る
と
い
う
波
乱
の
年
で
し
た
。

　

ま
た
、
大
手
製
造
業
の
不
祥
事
が
話
題
と
な
り
、
社
内
検
査
に
お
い
て
無
資
格
者
が
出
荷

検
査
を
行
っ
た
事
例
や
、
検
査
デ
ー
タ
を
改
ざ
ん
し
出
荷
し
た
企
業
な
ど
、
日
本
が
誇
る
生

産
技
術
を
貶
め
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
明
る
い
話
題
と
し
て
は
、
韓
国
で
開
催
さ
れ
た
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
日
本
人

選
手
の
活
躍
が
国
民
に
大
き
な
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。金
銀
銅
合
わ
せ
て
十
三

個
と
い
う
結
果
で
、冬
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
は
最
多
数
の
メ
ダ
ル
獲
得
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
我
々
の
身
近
な
問
題
と
し
て
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。
十
数
年
前
ま
で

は
生
息
し
て
い
な
か
っ
た
「
イ
ノ
シ
シ
」
や
「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
」
が
、
こ
の
最
上
の
山
林
で
発

見
さ
れ
森
林
の
生
態
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
型
の
台
風
が
立
て
続
け
に
日
本
に
接
近
又
は
上
陸
し
、
土
砂
災
害
や
土
砂
崩
壊

な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

我
々
森
林
組
合
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
荒
廃
森
林
の
整
備

や
搬
出
間
伐
の
拡
大
、
そ
し
て
再
造
林
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
皆
伐
再
造
林
は
森
林
の
林
令
構
成
を
平
準
化
し
、
均
衡
の
と
れ
た
森
林
の
姿
に

す
る
と
と
も
に
、二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
対
策
の
要
と
し
て
重
要
な
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
山
形
県
が
進
め
る
「
や
ま
が
た
森
林
ノ
ミ
ク
ス
」
が
三
年
目
を
迎
え
、

新
た
に
「
や
ま
が
た
森
林
ノ
ミ
ク
ス
推
進
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
県
民
総
参
加
に
よ
る
木
材

活
用
を
推
進
す
る
「
し
あ
わ
せ
ウ
ッ
ド
運
動
」
や
再
造
林
の
支
援
強
化
及
び
民
間
団
体
に
よ

る
再
造
林
推
進
基
金
の
創
設
な
ど
、森
林
資
源
循
環
利
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
伐
採
後
の
再
造
林
造
成
に
か
か
る
所
有
者
の
負
担
を
「
ゼ
ロ
」
に

し
て
、
一
〇
〇
％
の
補
助
率
で
実
施
出
来
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
組
合
と
し
て
も
、
補
助
制
度
の
必
須
条
件
で
あ
る
森
林
経
営
計
画
の
樹
立
を
推
進
し
、

原
木
増
産
の
拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
組
合
員
へ
の
還
元
を
最
優
先
に
皆
伐
、
間
伐
そ

し
て
再
造
林
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
に
お
け
る
事
業
の
総
収
益
は
、
四
三
二
、
四
一
六
千
円
で
事
業
総
利
益
一
二
九
、

七
五
〇
千
円
、
税
引
前
当
期
純
利
益
が
八
、
二
三
九
千
円
を
計
上
す
る
こ
と
と
な
り
、
当
期

剰
余
金
は
五
、
五
八
九
千
円
で
前
年
対
比
は
取
扱
高
、
総
利
益
が
上
回
る
結
果
と
な
り
、
未

処
分
剰
余
金
も
一
四
、三
三
五
千
円
計
上
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。こ
の
一
年
間
、組
合
員
、

国
、
県
、
市
町
村
並
び
に
関
係
機
関
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
理
解
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成29年４月１日～平成30年３月31日（単位：円）損益計算書

平
成
二
十
九
年
度
　
決
算
の
概
要
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•
山
形
県
知
事
が
提
唱
す
る
「
森
林
（
モ
リ
）
ノ
ミ
ク
ス
」
を
我
々

森
林
組
合
が
積
極
的
に
推
進
し
、
育
て
る
林
業
か
ら
使
う
林
業
へ

の
転
換
を
図
り
、
搬
出
間
伐
や
皆
伐
再
造
林
を
積
極
的
に
推
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
面
的
機
能
を
維
持
し
た
循
環
型
施
業
の
活

性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

•
新
庄
市
に
進
出
し
た
国
内
最
大
手
の
集
成
材
工
場
が
本
格
稼
働
し
、

Ｂ
材
の
流
通
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、Ｂ
材
の
み
な
ら
ず
、Ａ
材

の
販
路
開
拓
に
取
り
組
み
木
材
生
産
販
売
量
を
増
大
さ
せ
林
業
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
事
業
の
効
率
化
に
向
け
て
森
林
経
営

計
画
を
積
極
的
に
策
定
し
路
網
整
備
や
高
性
能
林
業
機
械
等
を
活

用
し
た
低
コ
ス
ト
作
業
を
実
践
し
、
森
林
組
合
と
し
て
は
、Ａ
〜

Ｄ
材
ま
で
余
す
こ
と
な
く
生
産
販
売
し
、
組
合
員
の
方
々
に
少
し

で
も
多
く
の
利
益
還
元
が
出
来
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

•
東
日
本
最
大
級
の
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
今
夏
に
本
格
的

に
稼
働
し
、
管
内
で
建
設
中
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
も
今
冬

に
発
電
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

未
利
用
材
と
し
て
放
置
さ
れ
て
い
た
Ｃ
・
Ｄ
材
の
囲
い
込
み
が
激

し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
需
要
は
ま
す
ま
す
増
加

す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

•
荒
廃
森
林
緊
急
整
備
事
業
や
森
林
作
業
道
・
里
山
整
備
、
更
に
は

美
し
い
森
林
づ
く
り
事
業
な
ど
の
各
種
森
林
整
備
の
補
助
制
度
を

活
用
し
な
が
ら
荒
廃
し
た
森
林
の
健
全
化
・
再
生
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

•
今
年
度
、
山
形
県
農
林
大
学
校
初
の
林
業
経
営
学
科
第
一
期
生
の

卒
業
生
が
当
森
林
組
合
に
一
名
就
職
い
た
し
ま
し
た
。
次
世
代
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
林
業
現
場
で
の
即
戦
力
と
し
て
活
躍
が
大
い
に

期
待
さ
れ
ま
す
。

•
業
務
管
理
に
お
い
て
も
、
管
理
費
等
を
改
善
し
な
が
ら
コ
ス
ト
を

縮
減
し
、
経
営
の
安
定
化
に
努
め
、
健
全
な
財
務
基
盤
と
効
率
的

な
事
業
運
営
に
努
め
ま
す
。

 
平
成
三
十
年
度

総
務
課

総
務
課
長
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤　

慎
士

総
務
課
会
計
主
査
　
　
　
　
杉
原　

千
恵

総
務
課
会
計
係
　
　
　
　
　
越
後　

麻
美

総
務
課
係
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
い
ず
み

総
務
課
係
　
　
　
　
　
　
　
笠
原　

雄
平

森
林
整
備
課

森
林
整
備
課
長
　
　
　
　
　
髙
橋　

雄
一

森
林
整
備
課
長
補
佐
　
　
　
松
澤　
　

強

森
林
整
備
課
主
査
　
　
　
　
渡
部　

勝
義

森
林
整
備
課
係
長
　
　
　
　
井
上　

敏
行

森
林
整
備
課
係
　
　
　
　
　
沓
澤　

重
泰

森
林
整
備
課
係
兼
販
売
係
　
奥
山　

宏
太

森
林
整
備
課
臨
時
職
員
　
　
荒
木　

順
子

林
産
振
興
課

林
産
振
興
課
長
　
　
　
　
　
沓
澤　

卓
美

林
産
振
興
課
会
計
係
長
　
　
森　
　

恵
子

林
産
振
興
課
係
長
　
　
　
　
鈴
木　

健
一

林
産
振
興
課
係
　
　
　
　
　
佐
藤　
　

徹

林
産
振
興
課
係
　
　
　
　
　
藤
田　
　

翼

林
産
振
興
課
加
工
場
係
　
　
阿
部　

和
也

林
産
振
興
課
加
工
場
会
計
係
　
佐
藤　

和
子

　
現
在
の
仕
事
内
容
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
造
材
等
の
作

業
を
し
て
お
り
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
地
研
修
等
で

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
い
ざ
、
現
場

で
仕
事
を
し
て
み
る
と
今
ま
で
と
は
違
い
、
自
分
で
造
材

し
た
一
つ
一
つ
の
材
が
製
品
と
な
る
の
で
最
初
は
苦
戦
し

ま
し
た
。
し
か
し
造
材
作
業
に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
始
め
た

頃
に
一
緒
に
働
い
て
い
る
先
輩
方
か
ら
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
使
い
方
上
手
く
な
っ
た
な
」
と
言
っ
て
頂
い
た
時
は
と

て
も
嬉
し
く
、
改
め
て
大
学
で
学
ん
だ
実
践
的
な
技
術
や

知
識
が
役
に
立
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て
や
玉
切
り
な
ど

の
作
業
は
現
場
の
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
と
は
比
べ
も
の
に
も

な
り
ま
せ
ん
が
た
く
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
日
々

成
長
し
て
い
け
る
よ
う
精
進
し
ま
す
。

運
営
の
基
本
方
針

林
産
振
興
課
係
　
藤
　
田
　
　
　
翼

（
真
室
川
町
出
身
）

山
形
県
立
農
林
大
学
校
林
業
経
営
学
科
卒
業　

第
一
期
生

新採職員
の

紹介



森林経営管理法の成立及び
【森林環境税・森林環境譲与税】創設へ

森林経営管理法の成立及び
【森林環境税・森林環境譲与税】創設へ
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　森林所有者の経営意欲の低下や、所有者不明森林の増加等が懸念される中で、林業の成長産業化と森林資
源の適切な管理を推進するため、森林所有者自らが経営管理できない森林の経営管理を市町村や意欲と能力
のある林業事業体によって持続的に手入れを行う措置を講じることを内容とする森林経営管理法案が平成
30年３月に閣議決定されました。また、平成29年12月に閣議決定された税制改正の大綱においては、森
林環境税及び森林環境贈与税の創設が盛り込まれました。

森林経営管理法での新たな森林管理制度の概要
　戦後造成された人工林の約半数が主伐期を迎えようとしている一方、所有者の経営意識が乏しく経営管理
できていない、境界がわからない、所有者や共有者がわからず手がつけられない、といった森林が多く存在
しております。こうした状況を踏まえ、森林の経営管理を責任ある者によって持続的に行うため、森林所有
者自らが経営管理を実行できない森林について、市町村が経営管理を行うために必要な権利※｢経営管理権｣
を取得した上で、①林業経営に適した森林は、都道府県知事が認めた意欲と能力のある林業事業体に再委託
する。②林業経営に適さない森林においては、市町村自らが経営管理を行う、ことを内容とする新たな森林
経営管理制度となります。
　※経営管理権とは、｢立木の伐採及び木材の販売、造林並びに保育等を実施するために取得する権利｣

森林経営管理法案の概要

経営管理権（第２条）

※
経
営
管
理
の
責
務
を
明
確
化

　（
適
時
の
伐
採
・
造
林
・
保
育
の
実
施
）（第３条）

（第４条～第９条）
経営管理権
集積計画 林業経営に適した森林

（第35条～第41条）
経営管理実施権
配分計画

第44条、
第46条、
附則第２条

○本法案は下記図における経営管理権、経営管理実施権の内容（当事者間で具体的な内容を決め、
市町村が計画を作成）と設定の手続等について定める法律。
○その際、所有者不明森林等の場合の対応措置も規定している。

森林所有者の委託を受けて伐採等を実
施するために市町村に設定される権利

※所有者不明森林等
における経営管理
権の設定にあたっ
ての特例を措置。
（第10条～第32条）

○意欲と能力のある林業経営
者に林業経営を再委託

※都道府県による市町村の事務の
代替執行も措置。　　（第48条）

※都道府県が募集・公表
する林業経営者につい
て市町村が推薦する者
を反映。

•自然的条件に照らして林業
経営に適さない森林

•林業経営者に再委託するま
での間の森林

○市町村による間伐等の実施
（市町村森林経営管理事業）

（第33条）

経営管理実施権（第２条）
市町村の委託を受けて伐採等を実施するために民
間事業者に設定される、経営管理権に基づく権利

森

林

所

有

者

意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者

市

町

村

信
用
基
金
に
よ
る
経
営
の
改
善
発
達
に
係
る
助
言
等

林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
の
償
還
期
間
の
延
長

国
有
林
野
事
業
に
お
け
る
受
託
機
会
増
大
へ
の
配
慮

経営管理権の設定
経営管理実施権の設定

公
　表

経営管理実施権
の設定を希望す
る林業経営者を
募集・公表

（第36条）

都
道
府
県 募集

支援措置
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－６－

　
新
庄
市

分
収
林
（
国
）　
　
　

３
ha

萩
野
・
五
日
町
区
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　

41 
ha

　
最
上
町

二
三
・
二
五
・
二
九
林
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　

97 

ha

満
澤
団
地　
　
　
　
　

81 

ha

　
舟
形
町

中
部
区
域　
　
　
　
　

32 

ha

　
真
室
川
町

五
〇
林
班　
　
　
　
　

57 

ha

二
五
林
班　
　
　
　
　

45 

ha

西
部
流
域　
　
　
　
　

46 

ha

東
部
流
域　
　
　
　
　

128 

ha

南
部
流
域　
　
　
　
　

39 

ha

北
部
流
域　
　
　
　
　

30 

ha

　
大
蔵
村

四
九
林
班（
林
業
公
社
共
同
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

55 

ha

西
部
地
区（
林
業
公
社
共
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

68 

ha

北
部
地
区　
　
　
　
　

32 

ha

南
部
地
区　
　
　
　
　

66 

ha

　
鮭
川
村

左
岸
区
域　
　
　
　
　

51 
ha

右
岸
区
域　
　
　
　
　

63 
ha

　
戸
沢
村

南
東
区
域　
　
　
　
　

50 

ha

南
西
区
域　
　
　
　
　

33 

ha

　

当
組
合
で
は
、
七
市
町
村
合
わ
せ
て　

団
地
数
十
九
団
地　

面
積
一
〇
一
七
ha
の
森
林
経
営
計
画
を
策
定
し
市
長
村
長
に
よ

り
認
定
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
認
定
を
受
け
た
森
林
で
は
、
再

造
林
・
下
刈
・
除
伐
・
間
伐
及
び
森
林
作
業
道
整
備
等
の
路
網

整
備
を
行
っ
た
場
合
に
補
助
事
業
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
整
備
に
掛
か
る
負
担
金
を
低
く
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　

森
林
経
営
計
画
は
採
択
要
件
が
あ
り
森
林
所
有
者
の
同
意
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
の
際
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

月曜日～木曜日は午後５時まで
金曜日は午 前 中まで 受付しております

あずき

組合員の皆様へ
住所や氏名に変更が生じた際は、
手続きが必要となりますので、
当組合までご連絡下さい。

ささぎ豆

・各豆１升に対して砂糖２㎏をご一緒にお持ち下さい。
・１缶250円　生豆１升につき約12～14缶　3,000円から3,500円程度

当店で取り扱っていない林業関係の商品もご相談頂ければ取り寄せ販売も可能です。
ご来店を心よりお待ちいたしております。

最 上 広 域 森 林 組 合
ＴＥＬ  0233（62）2102
ＦＡＸ  0233（62）2953

委託加工では、一年を通して生の小豆、ささぎ豆、黒豆を缶詰に出来ます。

購買品では、長靴・地下足袋・笹刈刃・鉈・鋸・鎌等の林業資材を中心に
多くの商品を取り扱っております。

平
成
三
十
年
七
月
現
在

森
林
経
営
計
画
策
定
状
況

　

七
月
三
日
（
火
）
に
鮭
川
村
の

学
校
林
に
お
い
て
鮭
川
村
小
学
校

五
年
生
を
対
象
に
体
験
学
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
組
合
職
員
の
鈴

木
係
長
と
井
上
係
長
が
講
師
と
し

て
現
地
に
出
向
き
、
生
徒
達
に
間

伐
作
業
を
実
演
し
、
伐
採
の
作
業

手
順
等
を
熱
心
に
指
導
し
ま
し
た
。

メールアドレス   soumu@mogami-morikumi.or.jp
ＨＰアドレス   mogami-morikumi.or.jp
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